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　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し
上げます。
　さて、当社第81期第2四半期連結累計期間（平成26年4月1
日から平成26年9月30日まで）における事業の概況につきま
して、ご報告いたします。
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱
さが残るものの、政府による各種政策を背景に雇用・所得環境
の改善が続くなど緩やかな回復基調で推移しました。しかしな
がら、為替相場の変動による原材料価格の上昇や新興国経済の
成長鈍化をはじめとする海外経済の下振れが懸念され、先行き
には不透明感が残りました。
　住宅業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み
需要の反動減に加え、建築資材や人件費の高騰が建築コストを
押し上げるなど厳しい環境となりました。
　このような情勢のもと、当社グループは他社と差別化した新
製品開発による販売シェアの拡大と一層のコスト低減に取り組
みました。シニアマーケット向け「セーフケアプラス」製品群
におきましては、フローリングや室内ドア、シューズボックス
などの新製品を発売し、これらの製品をルーム展示している体
感型ショールーム「大阪ファクトリーギャラリー」を活用する
ことで同製品群の浸透に努めました。また、建材分野におきま
しては、昨年来取り組んでまいりました挽き板フローリングの
開発が完了し、突板仕様のグレードと合わせて「森の逸品、銘
木フローリング『銘樹』」として10月に発売しました。この新
製品は、厳しい市場環境におきましても他の製品を牽引し、販
売シェアの拡大に寄与するものと考えております。一方、環境
事業では、当社が独自に開発したアスベスト処理薬剤「アスブ
ロック」を使用した工事における漏洩監視対策として遠隔管理
システムを導入し、安全性をさらに高めました。
　子会社の状況につきましては、Eidai Vietnam Co.,Ltd.では、
ムクフローリング及びシートフローリングに続き、新製品とな
る挽き板フローリングの生産拠点として生産技術や品質管理体
制の最終検証を進めてまいりました。一方、永大小名浜株式会
社では、室内ドアを中心とした内装システム製品の生産能力を

増強し、東日本の生産拠点としての機能を強化いたしました。
　今後のわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要
の反動減の長期化や海外経済の下振れ、為替相場の変動による
原材料価格の上昇など企業収益を下押しするリスクが残されて
おりますが、成長戦略に基づく各種政策に下支えされ、緩やか
な回復基調を維持するものと考えております。しかしながら、
新設住宅着工戸数につきましては、駆け込み需要の反動減から
の回復に時間を要していることから、当面は軟調に推移するも
のと考えております。
　このような状況の中、当社グループでは、引き続きシニア
マーケットやリフォーム市場、中古住宅流通市場等の数少ない
成長市場に対して積極的な販売活動を推進してまいります。ま
た、ASEAN諸国への販売に向けたマーケティングを開始し、
新たな需要を取り込むべく販売体制の構築を急ぎたいと考えて
おります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社へのご理解と温
かいご支援ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成26年12月　　代表取締役社長　大道 正人

　住宅資材事業におきましては、シニアマーケット向け「セー
フケアプラス」製品群の拡充に取り組み、成長市場への対応
を強化しました。建材分野では、1×6タイプの衝撃吸収フロー
リング「セーフケアプラス　アトムガード」、車イスやストレッ
チャー等から壁を保護する機能と衝撃を緩和するクッション機
能を併せ持った「セーフケアプラス　衝撃緩和手摺」を発売
しました。内装システム分野では、室内ドアに引き違い吊り戸
や親子ドアをラインナップするとともに、収納製品の一部をリ
ニューアルしました。住設分野では、サービス付き高齢者向け
住宅やシニア施設の居室向けに車イス用の「洗面台アクアー
ジュ」を発売しました。
　一方、既存市場における販売シェア拡大への取り組みとして、
各分野とも新製品を強化しました。建材分野では、表面化粧
材に厳選された高級銘木を使用した「森の逸品、銘木フロー
リング『銘樹』」を発売しました。厳選銘木を2mm厚の挽き
板として贅沢に使用した「銘樹・ロイヤルセレクション」、素

材が引き立つ木肌感が特長の「銘樹・ヌーディーセレクション」、
洗練された美しい輝きのある「銘樹・プレシャスセレクション」
の3種類をラインナップしました。内装システム分野では、お
客様のニーズを取り入れた収納製品の開発に注力し、リビン
グステージやフィルカーゴ等の新製品を発売しました。住設分
野では、会話や音楽を楽しみながら料理をする際に不快に感
じるレンジフードの運転音を業界最小値まで低減した「サイレ
ント Eco クリーンフード『話上手』」を発売。既に販売してい
る吸音効果のある化粧パネル「エアブリーズ」とともにシステ
ムキッチン「ラフィーナ　エアプラス」とのセット販売に努め
ました。
　木質ボード事業におきましては、空気環境に配慮した超低
ホルムアルデヒドパーティクルボード「リラックス」の拡販に
努めました。厚みの種類を増やすことによって用途の拡大を図
り、主に文教施設や医療施設といった非住宅向けに提案し販
売先の拡大を図りました。

■ 事業の概況

写真は体感型ショールーム「大阪ファクトリーギャラリー」に展示している「セーフケアプラス」製品群のフ
ローリング、手摺、室内ドア、システム収納

写真はシステムキッチン「ラフィーナ　エアプラス」
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■ 連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

※百万円未満は切り捨て表示をしています。

科目 前期末
（平成26年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成26年9月30日現在）

（資産の部）

流動資産 49,115 47,457

固定資産 16,793 17,424

有形固定資産 10,460 10,884

無形固定資産 293 277

投資その他の資産 6,038 6,262

資産合計 65,909 64,882

科目 前期末
（平成26年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成26年9月30日現在）

（負債の部）

流動負債 19,279 18,059

固定負債 3,276 2,918

負債合計 22,556 20,977

（純資産の部）

株主資本 42,103 42,612

資本金 3,285 3,285

資本剰余金 1,370 1,370

利益剰余金 37,606 38,114

自己株式 △ 157 △ 157

その他の包括利益累計額 1,249 1,292

純資産合計 43,353 43,905
負債純資産合計 65,909 64,882

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

科目 前第2四半期（累計）
（平成25年4月 1 日から

平成25年9月30日まで）
当第2四半期（累計）
（平成26年4月 1 日から

平成26年9月30日まで）
売上高 31,454 31,705

売上原価 23,052 23,665

売上総利益 8,401 8,039

販売費及び一般管理費 6,649 7,030

営業利益 1,752 1,009

営業外収益 250 253

営業外費用 117 100

経常利益 1,885 1,161

特別利益 1 0

特別損失 24 18

税金等調整前四半期純利益 1,862 1,144

法人税等 722 398
四半期純利益 1,140 745
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厳選された高級銘木を使った「森の逸品、銘木フローリング 『銘樹』」を発売いたしました。高級銘木そのもの
の美しさによって、お客様に満足感・高級感・優越感を感じていただけ、室内空間をランクアップすることが
できるフローリングです。厳選銘木を2mm厚の挽き板として贅沢に使用したロイヤルセレクション、素材が
引き立つ木肌感が特長のヌーディーセレクション、洗練された美しい輝きのあるプレシャスセレクションの3
種をラインナップし、高級銘木ならではの意匠によって、より洗練された美しい室内空間を演出します。

森の逸品、銘木フローリング
「銘樹・ロイヤルセレクション（2mm挽き板）」を市場投入
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写真は「銘樹・ロイヤルセレクション　ブラックウォルナット」 写真は「銘樹・ロイヤルセレクション　ブラックチェリー」



所有者別株式分布状況

その他法人
21,060,000株
（45.02％）

自己名義株式
836,431株
（1.79％）

外国法人等
2,287,618株（4.89％）

金融機関
（含金融商品取引業者）
8,904,001株
（19.03％）

個人・その他
13,695,750株
（29.27％）

46,783,800株

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

大株主

株　主　名 持 株 数 持 株 比 率

永 大 産 業 取 引 先 持 株 会 3,383千株 7.36％

住 友 林 業 株 式 会 社 2,306 5.02

大 日 本 印 刷 株 式 会 社 2,237 4.87

永 大 産 業 従 業 員 持 株 会 1,805 3.93

株 式 会 社 り そ な 銀 行 1,640 3.57

ト ー ヨ ー マ テ リ ア 株 式 会 社 1,550 3.37

す て き ナ イ ス グ ル ー プ 株 式 会 社 1,460 3.18

双 日 建 材 株 式 会 社 1,349 2.94

JK ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,100 2.39

ア イ カ 工 業 株 式 会 社 1,028 2.24

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員 数

本 社

ホームページ

永大産業株式会社（Eidai Co.,Ltd.）
昭和21年7月29日
3,285百万円
連結　1,174名
単体	 857名	（非連結子会社への出向を除く）
〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
Tel.　06-6684-3000
http://www.eidai.com

○ 会社概要 ○ 株式情報

○ 役員・執行役員

160,000,000株
46,783,800株

2,727名

取 締 役 相 談 役 吉 川 康 長
代表取締役 執行役員社長 大 道 正 人
取 締 役 専務執行役員 木 村 康 博
取 締 役 常務執行役員 熊 沢 衛 司
取 締 役 上席執行役員 枝 園 統 博
取 締 役 上席執行役員 植 村 正 人
取 締 役 執 行 役 員 田 部 忠 光
取 締 役 執 行 役 員 石 井 直 樹
取 締 役 （ 社 外 ） 玉 生 靖 人
取 締 役 （ 社 外 ） 林 　 光 行
監 査 役 （ 常 勤 ） 三 上 恵 司
監 査 役 （ 常 勤 ） 土 居 幸 男
監 査 役 （ 社 外 ） 今 村 祐 嗣
監 査 役 （ 社 外 ） 櫻 田 典 子

執 行 役 員 西 村 　 明
執 行 役 員 小 島 孝 弘
執 行 役 員 藤 本 八 郎
執 行 役 員 中 　 野 　 洋 一 郎
執 行 役 員 石 橋 秀 行

（注）持株比率は自己株式（836,431株）を控除して計算しております。

大阪事業所、敦賀事業所、山口・平生事業所

永大小名浜株式会社（福島県いわき市）
Eidai Vietnam Co.,Ltd.（ベトナム国　ハナム省）
永大スタッフサービス株式会社（大阪市住之江区）
永大テクノサポート株式会社（大阪市住之江区）
エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県小松島市）

○ 子会社・関連会社
札幌、青森、盛岡、仙台、山形、福島、新潟、宇都宮、 
茨城、群馬、埼玉、千葉、柏、東京（新宿、東上野、立川）、
相模原、横浜、山梨、長野、金沢、静岡、名古屋、三重、京都、 
大阪（梅田、住之江）、神戸、姫路、岡山、広島、米子、山口、
高松、松山、北九州、福岡、長崎、熊本、鹿児島、沖縄

○ ネットワーク

営業拠点

札幌、仙台、新宿、立川、新潟、宇都宮、金沢、静岡、 
名古屋、京都、梅田、岡山、広島、高松、博多、沖縄、
大阪ファクトリーギャラリー

ショールーム

○ 生産拠点

山口・平生事業所 永大小名浜株式会社敦賀事業所 Eidai Vietnam Co.,Ltd.大阪事業所

永大小名浜株式会社

永大スタッフサービス株式会社
永大テクノサポート株式会社

エヌ・アンド・イー株式会社
大阪事業所

山口・平生事業所

本社 生産拠点 営業拠点 子会社・関連会社

敦賀事業所

ハノイ

ホーチミン

ベトナム

Eidai Vietnam Co., Ltd.
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ホームページのご案内株主メモ

（ご注意）
1.�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
とになっておりますので、口座を開設されている証券会社等にお問
合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。
2.�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
3.�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

■ 上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
■ 証 券 コ ー ド 7822
■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
■ 剰余金の配当基準日 期末　3月31日

中間　9月30日
■ 公 告 方 法 電子公告

当社ホームページアドレス http://www.eidai.com
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

■ 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■ 同 連 絡 先 〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　フリーダイヤル　0120-094-777

〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
TEL 06-6684-3000
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トップページ

IR情報

　当社のことをよりわかりやすく、より理解し
ていただけるように、ホームページで紹介して
います。
　トップページのトピックスには、新製品やイ
ベント情報をご案内しています。
　会社情報につきましては、「会社案内」「ＩＲ
情報」「環境について」といったコンテンツに分
けることで、株主・投資家の皆様がＩＲ情報へ
アクセスしていただきやすくするなど、当社の
情報を探しやすく、見やすい工夫を凝らしてい
ます。また、「IRニュース」から「株主総会関連
情報」に至るまで様々なコンテンツを設け、積
極的な情報開示を行っています。


